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[目的] Thalidomide をリードとした化合物の中で、5HPP-33 に強い細胞毒性があ

ることを今までの我々の研究で明らかにしてきた。そこで 5HPP-33 を中心とした

Phthalimide 化合物の活性及び標的分子について検討を行った。 

[方法] HL-60(前骨髄性白血病細胞)に対する活性及びブタ脳から精製した微小管

蛋白に対する作用を検討した。 

[結果と考察] 5HPP-33 に強い細胞増殖抑制作用が認められた。また形態異常が観

察されたことから、微小管に働いていると示唆された。そして 5HPP-33 は微小管

の重合を強く阻害することが判明し、その IC50 は 7.9μM であった。一方、

5-Hydroxythalidomide は細胞増殖抑制作用・微小管重合阻害活性ともに弱い活性

を持つことが認められた。他の関連化合物についても合わせて報告する。 
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